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は
じ
め
に 

  

飛
鳥
井
雅
経
の
家
集
『
明
日
香
井
集
』
は
、
栄
雅
（
飛
鳥
井
雅
親
、
雅
経
の
末
裔
。

応
永
二
三
年
〔
一
四
一
六
〕
―
延
徳
二
年
〔
一
四
九
〇
〕）
の
識
語
に
よ
っ
て
、
雅
経

の
孫
雅
有
の
撰
に
よ
り
、
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
春
頃
成
立
し
た
と
知
ら
れ
る
。

一
六
七
二
首
を
上
下
二
巻
に
収
め
る
。
構
成
は
、
上
巻
に
は
定
数
歌
を
、
百
首
歌
・

五
十
首
歌
・
そ
の
他
の
定
数
歌
の
順
に
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
詠
作
順
に
収
め

て
い
る
。
下
巻
に
は
、
前
半
に
小
規
模
な
歌
会
・
歌
合
歌
を
詠
作
順
に
配
し
、
後
半

に
四
季
・
恋
・
雑
か
ら
成
る
部
類
歌
を
収
め
る
。
伝
本
は
、
二
〇
本
以
上
現
存
す
る

が
、「
現
存
諸
本
は
、
語
句
・
歌
の
順
序
に
小
異
が
あ
る
程
度
で
、
す
べ
て
同
系
統
と

考
え
ら
れ

（
１
）

る
。
」
と
さ
れ
る
。
現
存
最
古
写
本
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
で
あ
る

が
、
こ
れ
を
祖
本
と
す
る
と
さ
れ
る
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（
九
一
一
・
一
四

八
・
Ａ
・
九
三
）
に
比
し
て
三
四
四
首
の
欠
脱
が
あ
る
も
の
の
、
日
大
本
の
増
補
と

見
ら
れ
る
箇
所
も
あ
る
と
さ
れ

（２
）

る
。
ま
た
、
伝
本
の
中
に
は
、
栄
雅
の
識
語
の
後
に

文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
の
宋
世
（
飛
鳥
井
雅
康
、
栄
雅
の
弟
で
、
そ
の
猶
子
と

な
る
）
の
奥
書
を
有
す
る
も
の
も
複
数
あ
る
。 

 

本
稿
で
扱
う
『
鳥
羽
百
首
』
は
、『
明
日
香
井
集
』
の
最
初
に
配
さ
れ
て
い
る
。「
建

久
九
年
五
月
廿
日
始
之
毎
日
十
首
披
講
之
」
と
い
う
注
記
を
持
ち
、
雅
経
二
九
歳
の

時
の
詠
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
詠
作
時
期
が
知
ら
れ
る
雅
経
歌
の
中
で
最
も
早

い
時
期
の
作
で
あ
る
。 

雅
経
の
父
頼
経
は
、
源
義
経
に
同
心
し
た
罪
科
に
よ
り
、
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）

伊
豆
に
流
さ
れ
た
。
雅
経
も
そ
の
後
、
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
鎌
倉
に
下
向
し
、

在
住
し
て
い
た
が
、
後
鳥
羽
院
の
命
に
よ
り
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
二
月
に
上
洛

し
た
。
雅
経
は
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
以
降
、
後
鳥
羽
院
歌
壇
に
加
え
ら
れ
る
が
、

『
鳥
羽
百
首
』
は
そ
れ
に
先
立
つ
作
品
で
あ
る
。
立
春
・
花
・
郭
公
・
五
月
雨
・
月
・

紅
葉
・
雪
・
歳
暮
・
恋
・
述
懐
の
十
題
。
各
題
十
首
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
五
月

雨
・
月
・
紅
葉
・
歳
暮
は
各
九
首
、
郭
公
は
七
首
の
計
九
三
首
し
か
現
存
し
な
い
。

他
の
歌
人
に
同
じ
題
の
作
は
見
ら
れ
ず
、
私
的
な
作
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、

『
鳥
羽
百
首
』
の
最
初
の
三
題
、
す
な
わ
ち
、
立
春
・
花
・
郭
公
題
の
計
二
七
首
の

注
釈
を
行
う
。
い
ず
れ
全
歌
の
注
釈
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
歩

と
し
た
い
。 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

＊ 

い
な
ば
・
み
き
、
埼
玉
大
学
教
養
学
部
非
常
勤
講
師
、
日
本
中
世
文
学 

（
１
）
『
私
家
集
大
成
』
（
日
本
文
学
ｗ
ｅ
ｂ
図
書
館
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
『
明
日
香
井
集
』
解
題
（
有
吉
保
氏
）
。 

（２
） 

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
中
世
私
家
集
六
』
（
二
〇
〇
二
年
六
月
、
朝
日
新
聞
社
）
解
題
（
久
保
田
淳
氏
・
小
林
一
彦
氏
）
。 

飛
鳥
井
雅
経
『
鳥
羽
百
首
』
「
立
春
」
「
花
」
「
郭
公
」
歌
注
釈 

 

稲
葉
美
樹
＊ 

『
鳥
羽
百
首
』
は
飛
鳥
井
雅
経
の
家
集
『
明
日
香
井
集
』
の
最
初
に
配
さ
れ
て
い
る
。
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
に
詠
作
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
詠
作
時
期
が
判
明

す
る
雅
経
歌
の
最
初
の
作
品
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
『
鳥
羽
百
首
』
の
最
初
の
三
題
、
「
立
春
」
一
〇
首
、
「
花
」
一
〇
首
、
「
郭
公
」
七
首
の
計
二
七
首
に
つ
い
て
、
校
異
、
他

文
献
、
現
代
語
訳
、
本
歌
、
参
考
歌
、
語
釈
、
補
説
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。 

キ
ー
ワ
ー
ド
： 

飛
鳥
井
雅
経 

『
明
日
香
井
集
』、
『
鳥
羽
百
首
』 
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凡
例 

 
一
、
本
稿
は
、
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（
九
一
一
・
一
四
八
・
Ａ
・
九
三
）
を

底
本
と
す
る
『
私
家
集
大
成
』（
日
本
文
学
ｗ
ｅ
ｂ
図
書
館
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

の
『
明
日
香
井
集
』
に
よ
り
、
注
釈
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。 

二
、
本
文
に
つ
い
て
、
漢
字
と
仮
名
の
区
別
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
が
、
読
解
の
便

を
考
慮
し
て
次
の
処
置
を
施
し
た
。 

・
仮
名
遣
い
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
統
一
し
、
濁
点
を
補
っ
た
。 

・
底
本
本
文
に
何
ら
か
の
問
題
が
あ
っ
て
解
釈
に
支
障
が
あ
る
場
合
に
は
、『
新
編
国

歌
大
観
』（
日
本
文
学
ｗ
ｅ
ｂ
図
書
）
を
参
照
し
て
改
め
、
原
表
記
等
を
カ
ッ
コ
内
ル

ビ
で
示
し
、【
語
釈
】
欄
で
説
明
し
た
。 

三
、
歌
頭
に
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
番
号
を
付
し
た
。 

四
、
注
釈
に
は
、【
校
異
】【
他
文
献
】【
現
代
語
訳
】【
本
歌
】【
参
考
歌
】【
語
釈
】

【
補
説
】
の
項
目
を
立
て
て
記
し
た
。 

五
、【
校
異
】
は
栄
雅
識
語
を
有
す
る
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
中
世
和
歌
集
六
』
所

収
『
明
日
香
井
集
』（「
冷
」
と
略
記
す
る
）、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
五
〇
一
・
一
〇

〇
、
仮
に
「
書
Ａ
」
と
略
記
）、
お
よ
び
宋
世
奥
書
も
有
す
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
二

六
六
・
七
○
九
、
仮
に
「
書
Ｂ
」
と
略
記
）
の
異
文
を
、
仮
名
遣
い
や
送
り
仮
名
な

ど
の
よ
う
な
解
釈
に
影
響
し
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
除
い
て
、
底
本
本
文
と
と
も

に
原
態
本
文
で
示
し

（
３
）

た
。 

六
、【
他
文
献
】
は
、
当
該
歌
が
勅
撰
集
・
私
撰
集
・
他
の
私
家
集
な
ど
に
入
っ
て
い

る
場
合
に
、
そ
の
所
在
と
校
異
を
示
し
た
。 

七
、【
現
代
語
訳
】
は
、
本
文
の
各
語
に
即
し
つ
つ
、
わ
か
り
や
す
さ
に
留
意
し
た
。 

八
、【
本
歌
】
に
は
、
本
歌
取
り
に
お
け
る
本
歌
と
認
定
さ
れ
る
歌
を
掲
げ
た
。 

九
、【
参
考
歌
】
に
は
、
解
釈
な
ど
の
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
歌
を
掲
げ
た
。 

一
〇
、【
語
釈
】
で
は
、
語
句
を
抜
き
出
し
て
、
解
釈
や
解
説
を
加
え
た
。 

一
一
、【
補
説
】
で
は
、
表
現
の
特
性
、
先
行
歌
と
の
関
係
、
私
見
な
ど
を
記
し
た
。 

一
二
、
引
用
和
歌
資
料
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
っ
た
。 

 

鳥
羽
百
首 

建
久
九
年 

五
月
廿
日
始
之 

毎
日
十
首
披
講
之 

詠
百
首
和
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

侍
従 

立
春 

一 

あ
づ
ま
ぢ
を
い
そ
ぎ
た
ち
け
る
ほ
ど
み
え
て
こ
と
し
こ
え
ぬ
る
あ
ふ
さ
か
の

は
る 

【
校
異
】 

ほ
ど
み
え
て
こ
と
し
こ
え
ぬ
る
あ
ふ
さ
か
の
は
る
―
ほ
と
（
改
行
…
稿

者
注
）
こ
と
し
こ
え
ぬ
る
あ
ふ
さ
か
の
は
る 

関
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
冷
）、 

ほ
と
こ
と
し
こ
え
ぬ
る
関
に
あ
ふ
さ
か
の
は
る
（
書
Ａ
）
、
程
〇本

マ

こゝ
と
し
こ
え
ぬ
る

あ
ふ
さ
か
の
は
る
（
書
Ｂ
） 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

東
路
を
よ
ほ
ど
急
い
で
発
っ
た
と
み
え
て
、
今
年
の
内
に
逢
坂
の

関
を
越
え
て
会
う
春
で
あ
る
。 

【
参
考
歌
】 

あ
さ
日
さ
す
き
し
の
青
柳
う
ち
な
び
き
春
く
る
方
は
ま
づ
し
る
き
か
な 

（
『
拾
遺
愚
草
員
外
』
三
八
四
） 

都
ま
で
立
ち
く
る
ほ
ど
も
久
し
き
に
行
き
て
や
み
ま
し
あ
ふ
さ
か
の
春 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

（
３
） 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
は
い
ず
れ
も
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
画
像
に
よ
る
。 
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（
『
御
室
五
十
首
』
一
〇
一
、
藤
原
隆
房
） 

せ
き
の
と
を
さ
さ
で
い
く
か
に
な
り
ぬ
ら
ん
み
ち
あ
る
御
代
に
あ
ふ
さ
か
の
春（
『
百

詠
和
歌
』
三
二
） 

【
語
釈
】 

〇
あ
づ
ま
ぢ
―
こ
こ
で
は
東
国
。
五
行
説
で
は
東
が
春
の
方
角
と
さ
れ
る
た
め
、
春

が
東
国
を
発
っ
た
と
す
る
。
五
行
説
に
基
づ
く
作
に
、
同
時
代
で
は
参
考
歌
欄
「
あ

さ
日
さ
す
」
歌
な
ど
が
あ
る
。 

〇
い
そ
ぎ
た
ち
け
る
―
急
い
で
出
発
し
た
。 

〇
ほ
ど
み
え
て
―
「
ほ
ど
」
は
こ
こ
で
は
急
い
だ
程
度
、
ど
れ
だ
け
急
い
だ
か
。 

〇
こ
と
し
こ
え
ぬ
る
―
今
年
の
内
に
越
え
た
、
の
意
。
越
え
た
の
は
春
、
す
な
わ
ち

年
内
立
春
で
あ
る
。「
こ
と
し
こ
え
ぬ
る
」
と
い
う
表
現
は
、
こ
の
歌
以
外
に
見
ら
れ

な
い
。 

〇
あ
ふ
さ
か
の
は
る
―
「
あ
ふ
さ
か
（
逢
坂
）」
は
近
江
国
の
歌
枕
。
山
城
国
と
近
江

国
の
境
に
あ
る
逢
坂
山
。
奈
良
時
代
以
来
逢
坂
の
関
が
置
か
れ
、
畿
内
と
東
国
と
の

境
で
あ
っ
た
。「
あ
ふ
」
に
「
会
ふ
」
を
掛
け
る
。
「
あ
ふ
さ
か
の
は
る
」
と
い
う
表

現
は
、
こ
の
歌
以
外
に
は
、
参
考
歌
欄
「
都
ま
で
」「
せ
き
の
と
を
」
歌
に
見
ら
れ
る

の
み
で
あ
る
。『
御
室
五
十
首
』
は
守
覚
法
親
王
主
催
。
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
一

二
月
以
降
、
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
三
月
以
前
に
詠
進
し
た
か
と
さ
れ
る
。『
百
詠

和
歌
』
は
源
光
行
作
。
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
一
〇
月
成
立
。
し
た
が
っ
て
、「
あ

ふ
さ
か
の
は
る
」
は
当
該
歌
初
出
で
あ
る
。 

【
補
説
】 

語
釈
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
年
内
立
春
を
詠
ん
だ
歌
。
春
が
東
国
を
急

い
で
出
発
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
今
年
の
内
に
春
に
会
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
春
を
擬

人
化
し
て
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
詠
む
。 

『
鳥
羽
百
首
』
に
つ
い
て
は
久
保
田
淳
氏
に
「
全
く
の
想
像
で
は
あ
る
が
、
本
百

首
は
一
応
非
公
的
な
形
を
採
り
な
が
ら
も
、
た
と
え
ば
院
の
近
臣
達
の
間
で
内
々
に

披
講
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
過
程
を
採
り
、
結
局
は
後
鳥
羽
院
の
叡
覧
に
供
さ
れ
た

の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

（４
）

か
。
」
と
の
見
解
が
あ
り
、
従
い
た
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

雅
経
歌
の
表
現
を
同
時
代
歌
人
が
摂
取
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

二 

い
ま
は
さ
て
こ
よ
ひ
ば
か
り
と
お
も
ひ
ね
の
あ
だ
に
さ
め
ぬ
る
ふ
る
と
し
の
夢 

【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

今
は
そ
の
ま
ま
眠
ろ
う
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
今
宵
だ
け
だ
と
思

っ
て
寝
た
の
に
、
は
か
な
く
覚
め
て
し
ま
っ
た
古
い
年
の
夢
で
あ
る
。 

【
語
釈
】 

〇
さ
て
―
こ
こ
で
は
副
詞
で
、
そ
の
ま
ま
で
、
の
意
。 

〇
こ
よ
ひ
ば
か
り
―
今
夜
だ
け
。
今
年
が
、
今
夜
一
晩
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

い
う
。 

〇
お
も
ひ
ね
―
も
の
を
思
い
な
が
ら
寝
る
こ
と
。
恋
し
い
人
を
思
い
な
が
ら
寝
る
場

合
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
思
っ
た
内
容
は
「
こ
よ
ひ
ば
か
り
」。 

〇
あ
だ
に
さ
め
ぬ
る
ふ
る
と
し
の
ゆ
め
―
「
あ
だ
」
は
、
こ
こ
で
は
は
か
な
い
こ
と
。

目
が
覚
め
た
ら
新
年
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
寝
た
の
に
、
旧
年
中
に
目
が
覚
め
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
い
う
。
「
あ
だ
に
さ
め
」
と
い
う
表
現
は
、
他
の
活
用
形
も
含
め
、

こ
の
歌
以
外
に
作
例
は
見
ら
れ
な
い
。
「
ふ
る
と
し
の
ゆ
め
」
も
他
に
作
例
は
な
い
。 

【
補
説
】 

目
が
覚
め
た
ら
新
年
に
な
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
年
が
明
け
な
い
う

ち
に
目
を
覚
ま
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
失
望
を
詠
む
。
立
春
題
で
旧
年
を
詠
ん
で
い

る
の
で
、
厳
密
に
い
う
と
題
意
を
満
た
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

（４
）
久
保
田
淳
氏
『
藤
原
定
家
と
そ
の
時
代
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
一
四
二
ペ
ー
ジ
。
初
出
「
後
鳥
羽
院
歌
壇
は
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
た
か
」（
『
国
文
学
』
第
二
二
巻
第
一
一
号
、
一
九
七
七
年
九
月
、
学
燈
社
）
。
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三 

あ
づ
ま
よ
り
た
ち
く
る
は
る
や
こ
れ
な
ら
ん
か
す
み
の
お
く
の
あ
け
ぼ
の
ゝ
そ

ら 【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

東
国
を
発
っ
て
や
っ
て
き
て
、
立
っ
た
春
は
こ
れ
な
の
だ
ろ
う
、

霞
の
奥
に
曙
の
空
が
見
え
て
い
る
。 

【
参
考
歌
】 

う
ら
み
ば
や
か
ぜ
の
や
ど
り
や
こ
れ
な
ら
む
花
散
り
つ
も
る
谷
の
岩
か
げ 

（
『
壬
二
集
』
二
一
二
） 

を
の
の
え
の
く
ち
し
み
ぎ
り
や
こ
れ
な
ら
む
む
れ
ゐ
る
鶴
の
ぬ
し
あ
り
げ
な
る（
『
拾

玉
集
』
八
八
六
） 

た
づ
ね
て
ぞ
花
と
し
り
ぬ
る
は
つ
せ
山
か
す
み
の
お
く
に
見
え
し
し
ら
く
も 

（
『
秋
篠
月
清
集
』
三
） 

【
語
釈
】 

〇
あ
づ
ま
よ
り
た
ち
く
る
は
る
や
―
一
番
歌
同
様
、
五
行
説
に
よ
る
。「
た
つ
」
は
東

国
を
「
発
つ
」
と
、
「
立
つ
」
春
を
掛
け
る
。「
た
ち
く
る
は
る
や
」
と
い
う
表
現
は

当
該
歌
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
。「
た
ち
く
る
は
る
」
も
雅
経
自
身
の
「
お
と
ふ
く
る

な
み
に
や
と
し
も
か
へ
る
ら
ん
た
ち
く
る
は
る
は
ち
か
の
う
ら
か
ぜ
」（
『
明
日
香
井

集
』
一
〇
五
二
）
も
含
め
て
当
該
歌
よ
り
後
の
作
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。 

〇
こ
れ
な
ら
む
―
こ
れ
な
の
だ
ろ
う
、
の
意
。
新
古
今
歌
人
に
多
用
さ
れ
た
流
行
表

現
。
新
古
今
歌
人
の
作
例
中
早
い
も
の
と
し
て
参
考
歌
欄
「
う
ら
み
ば
や
」「
を
の
の

え
の
」
歌
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
の
詠
。 

〇
か
す
み
の
お
く
―
詠
作
時
が
知
ら
れ
る
中
で
最
も
早
い
作
例
が
参
考
歌
欄
「
た
づ

ね
て
ぞ
」
歌
で
、
建
久
三
年
九
月
披
講
の
「
花
月
百
首
」
中
の
一
首
。
そ
れ
に
続
く

の
が
当
該
歌
と
い
う
新
し
い
表
現
で
あ
る
。 

〇
あ
け
ぼ
の
ゝ
そ
ら
―
新
古
今
歌
人
に
多
用
さ
れ
た
流
行
表
現
。『
拾
玉
集
』
に
一
一

例
、『
拾
遺
愚
草
』
に
一
〇
例
見
ら
れ
る
ほ
か
、
雅
経
も
当
該
歌
以
外
に
七
首
に
用
い

て
い
る
。 

【
補
説
】 

霞
の
向
こ
う
に
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
よ
う
と
す
る
空
を
見
て
、
こ
の
光
景

こ
そ
春
が
立
っ
た
証
し
な
の
だ
詠
む
。
内
容
に
は
特
に
新
し
さ
は
な
い
も
の
の
、
ゆ

っ
た
り
と
し
た
詠
み
ぶ
り
の
作
。
ま
た
、
流
行
表
現
や
新
し
い
表
現
な
ど
を
多
く
用

い
て
お
り
、
表
現
に
新
し
さ
は
認
め
ら
れ
よ
う
。 

 

四 

け
さ
よ
り
は
み
や
こ
の
か
た
の
ゆ
き
ゝ
え
て
ま
だ
か
た
さ
ゆ
る
た
に
の
し
た
風 

【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

立
春
の
今
朝
か
ら
は
、
谷
の
、
都
の
側
の
雪
は
消
え
て
、
ま
だ
片

方
は
冷
え
冷
え
と
し
て
い
る
、
そ
の
よ
う
な
谷
の
下
の
方
を
吹
く
風
で
あ
る
。 

【
参
考
歌
】 

け
ふ
と
い
へ
ば
も
ろ
こ
し
ま
で
も
行
く
春
を
都
に
の
み
と
お
も
ひ
け
る
か
な 

（
『
新
古
今
集
』
巻
一
、
春
上
、
五
、
藤
原
俊
成
、
『
長
秋
詠
藻
』
四
八
三
） 

霞
た
つ
四
方
の
山
辺
を
み
わ
た
せ
ば
春
は
都
の
物
に
ぞ
有
り
け
る
（
『
続
後
拾
遺
集
』

巻
一
、
春
上
、
二
九
、
藤
原
俊
成
・『
正
治
初
度
百
首
』
一
一
〇
五
） 

行
き
め
ぐ
り
わ
が
た
つ
そ
ま
と
啼
く
鹿
の
人
め
は
な
れ
ぬ
た
に
の
下
風 

（
『
夫
木
抄
』
第
一
二
、
秋
三
、
四
六
八
九
、
藤
原
隆
祐
） 

【
語
釈
】 

〇
み
や
こ
の
か
た
の
ゆ
き
ゝ
え
て
―
「
み
や
こ
の
か
た
」
は
都
の
方
角
。
谷
の
、
都

側
は
春
に
な
っ
て
暖
か
い
た
め
雪
が
消
え
て
、
反
対
側
は
ま
だ
寒
い
た
め
雪
が
残
っ

て
い
る
、
の
意
。 

〇
ま
だ
か
た
さ
ゆ
る
―
ま
だ
片
方
だ
け
寒
々
と
し
て
い
る
の
意
と
解
し
た
。「
か
た
さ
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ゆ
」
は
当
該
歌
以
外
に
作
例
が
見
ら
れ
な
い
。 

〇
た
に
の
し
た
風
―
「
下
風
」
は
地
面
を
這
う
よ
う
に
吹
く
風
。「
谷
の
下
風
」
と
い

う
表
現
の
作
例
は
、
当
該
歌
以
外
に
一
三
例
し
か
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
う
ち
、
参
考

歌
欄
「
行
き
め
ぐ
り
」
歌
は
当
該
歌
と
の
先
後
が
不
明
で
あ
る
が
、
他
は
い
ず
れ
も

当
該
歌
よ
り
後
の
作
で
あ
る
。「
行
き
め
ぐ
り
」
歌
は
詠
作
年
次
不
明
で
あ
る
が
、
隆

祐
の
生
年
が
「
建
久
末
年
頃
か
ら
元
久
頃

（５
）

迄
」
と
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
該

歌
が
初
出
の
可
能
性
が
高
い
。 

【
補
説
】 

参
考
歌
欄
に
示
し
た
俊
成
歌
二
首
と
同
様
、
春
は
都
に
ま
ず
や
っ
て
く

る
と
い
う
発
想
の
歌
で
あ
る
が
、
同
じ
谷
の
、
都
側
は
雪
が
消
え
、
片
方
だ
け
寒
い

と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
観
念
的
で
あ
ろ
う
。 

 

五 

け
さ
よ
り
の
な
が
め
は
そ
れ
に
な
り
は
て
ゝ
か
す
み
も
な
れ
ぬ
は
つ
春
の
そ
ら 

【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

立
春
の
今
朝
か
ら
の
眺
め
は
す
っ
か
り
初
春
ら
し
く
な
っ
て
、
霞

も
初
春
の
空
に
慣
れ
た
こ
と
だ
。 

【
参
考
歌
】 

さ
だ
め
な
き
身
は
う
き
雲
に
よ
そ
へ
つ
つ
は
て
は
そ
れ
に
ぞ
な
り
は
て
ぬ
べ
き（
『
千

載
集
』
巻
一
九
、
釈
教
、
一
二
〇
三
、
藤
原
公
任
・『
公
任
集
』
二
九
七
） 

見
れ
ば
げ
に
心
も
そ
れ
に
な
り
ぞ
行
く
か
れ
の
の
薄
有
明
の
月 

（
『
西
行
法
師
家
集
』
五
五
五
） 

た
ち
そ
め
て
け
ふ
や
い
く
か
の
朝
ま
だ
き
霞
も
な
れ
ぬ
春
の
さ
衣 

（
『
拾
遺
愚
草
』
二
〇
五
八
） 

【
語
釈
】 

〇
な
が
め
は
そ
れ
に
な
り
は
て
ゝ
―
「
そ
れ
」
が
何
を
指
す
の
か
や
や
わ
か
り
に
く

い
が
、
「
は
つ
春
（
の
そ
ら
）」
で
あ
ろ
う
。
景
色
が
い
か
に
も
初
春
ら
し
く
な
っ
た

こ
と
を
言
う
。「
そ
れ
に
な
る
」
と
い
う
表
現
の
用
例
は
少
な
い
。
当
該
歌
以
前
の
作

例
は
、
参
考
歌
欄
「
さ
だ
め
な
き
」「
見
れ
ば
げ
に
」
歌
の
二
首
の
み
で
あ
る
。
作
例

が
少
な
い
の
は
、
散
文
的
な
表
現
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。 

〇
か
す
み
も
な
れ
ぬ
―
霞
も
空
に
発
生
す
る
こ
と
に
慣
れ
た
、
の
意
。「
か
す
み
も
な

（
慣
）
る
」
と
い
う
表
現
は
当
該
歌
以
前
に
は
見
ら
れ
ず
、
当
該
歌
よ
り
後
の
作
に

三
例
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
首
が
参
考
歌
欄
「
た
ち
そ
め
て
」
歌
で
、
嘉
禄
元

年
（
一
二
二
五
）
の
「
権
大
納
言
家
三
十
首
」
中
の
一
首
。
雅
経
歌
の
「
ぬ
」
は
完

了
の
意
と
解
さ
れ
る
が
、
定
家
歌
で
は
打
消
の
助
動
詞
で
、
意
は
異
な
る
。 

〇
は
つ
は
る
の
そ
ら
―
当
該
歌
以
前
に
作
例
は
な
く
、
当
該
歌
よ
り
後
の
作
に
一
〇

例
見
ら
れ
る
。 

【
補
説
】 

す
っ
か
り
初
春
ら
し
く
な
っ
た
景
色
を
詠
む
。「
初
春
の
空
」
と
い
う
表

現
は
美
し
い
と
感
じ
る
が
、
一
首
全
体
は
散
文
的
で
、
特
に
「
そ
れ
に
な
り
は
て
ゝ
」

は
、
具
体
性
に
も
欠
け
る
。 

 

六 

う
ぐ
ひ
す
も
い
で
あ
へ
ぬ
ほ
ど
の
あ
け
ぼ
の
に
ま
づ
は
る
つ
ぐ
る
鳥
の
ひ
と
こ

ゑ 【
校
異
】 

は
る
―
言
（
書
Ｂ
） 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

鶯
も
ま
だ
出
て
こ
な
い
頃
の
曙
の
時
分
に
、
真
っ
先
に
春
の
訪
れ

を
告
げ
る
鶏
の
一
声
が
聞
こ
え
る
。 

【
参
考
】 

春
の
く
る
こ
の
あ
か
つ
き
の
鳥
の
音
を
は
つ
鶯
と
お
も
は
ま
し
か
ば 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

（５
） 

佐
々
木
孝
浩
氏
「
後
鳥
羽
院
歌
壇
成
立
期
に
お
け
る
一
問
題
―
正
治
二
年
十
月
一
日
歌
合
の
代
作
説
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
第
二
二
号
、
平
成
八
年
三
月
）
。 
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（
『
清
輔
集
』
八
） 

鶏
既
鳴
兮
忠
臣
待
旦 

鶯
未
出
兮
遺
賢
在
谷
（『
和
漢
朗
詠
集
』
六
三
、
鳳
為
王
賦
） 

伐
木
丁
丁 

鳥
鳴
嚶
嚶 

出
自
幽
谷 

遷
于
喬
木
（
『
詩
経
』
小
雅
、
伐

（
６
）

木
） 

【
語
釈
】 

〇
い
で
あ
へ
ぬ
ほ
ど
の
―
『
和
漢
朗
詠
集
』
や
『
詩
経
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
鶯

は
春
に
な
る
と
谷
か
ら
出
て
き
て
鳴
く
と
さ
れ
る
が
、
ま
だ
出
て
き
て
い
な
い
立
春

の
頃
の
意
。「
あ
ふ
」
は
す
っ
か
り
…
し
き
る
の
意
。 

〇
と
り
の
ひ
と
こ
ゑ
―
鳥
は
特
定
の
種
類
で
は
な
く
、
単
に
鶯
以
外
の
鳥
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
曙
と
い
う
時
間
帯
と
、『
和
漢
朗
詠
集
』
収
載
詩
と
の
関
係

か
ら
鶏
と
解
し
た
。
鶯
の
声
は
ま
だ
聞
こ
え
ず
、代
わ
り
に
聞
こ
え
る
鶏
の
一
声
を
、

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
も
の
と
し
て
聞
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

【
補
説
】 

内
容
面
で
は
清
輔
歌
に
学
び
、
表
現
面
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
摂
取
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
鶏
は
季
節
に
関
係
な
く
夜
明
け
を
告
げ
る
が
、
立
春
の
曙
で

あ
る
ゆ
え
、
春
を
告
げ
る
も
の
と
し
て
捉
え
た
。
清
輔
歌
で
は
鶯
で
な
い
こ
と
を
残

念
に
思
う
心
情
を
詠
む
の
に
対
し
、
雅
経
歌
か
ら
は
鶏
の
声
も
春
を
告
げ
る
も
の
と

し
て
受
け
入
れ
る
お
お
ら
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

七 

い
つ
し
か
も
と
く
る
つ
ら
ゝ
は
そ
れ
な
が
ら
な
〇
も

（

ミ

歟

）

き
こ
え
ぬ
お
と
な
し
の
た

き 【
校
異
】 

な
〇
も

（

ミ

歟

）

き
こ
え
ぬ
―
な
も
き
こ
え
ぬ
（
冷
）、
な

本
マ
ゝ

も
き
こ
え
ぬ
（
書
Ａ
）、

〇
本
マ
ゝ

な
も
き
こ
え
ぬ
（
書
Ｂ
） 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

早
く
も
解
け
た
氷
は
、
ま
だ
流
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
場
に
と
ど
ま

っ
て
い
て
、
波
音
も
聞
こ
え
な
い
音
無
の
滝
で
あ
る
。 

【
参
考
歌
】 

の
ど
か
な
る
春
の
光
や
み
が
く
ら
む
玉
島
河
の
波
も
き
こ
え
ず 

（
『
建
保
名
所
百
首
』
二
三
、
藤
原
行
能
） 

【
語
釈
】 

〇
と
く
る
つ
ら
ゝ
―
他
に
作
例
が
な
い
。 

〇
そ
れ
な
が
ら
―
そ
の
ま
ま
で
あ
る
け
れ
ど
も
の
意
だ
が
、「
そ
れ
」
が
具
体
的
に
何

を
指
し
て
い
る
の
か
わ
か
り
に
く
い
。
氷
が
解
け
は
し
た
も
の
の
少
量
で
あ
る
た
め
、

ま
だ
流
れ
ず
そ
の
場
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状
況
を
表
現
し
て
い
る
と
解
し
た
。 

〇
な
み
も
き
こ
え
ぬ
―
底
本
の
傍
記
に
従
い
、「
な
み
も
き
こ
え
ぬ
」
で
解
釈
す
る
。

類
似
の
表
現
で
あ
る
「
波
は
聞
こ
え
ず
（
ぬ
）
」「
波
ぞ
聞
こ
え
ぬ
」
な
ど
も
含
め
、

作
例
は
当
該
歌
よ
り
後
の
、
参
考
歌
欄
に
示
し
た
一
例
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。 

〇
お
と
な
し
の
た
き
―
複
数
の
地
の
作
例
が
あ
り
、
所
在
地
は
一
定
し
な
い
。
当
該

歌
で
ど
こ
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
は
判
断
し
が
た
い
。「
音
信
が
な
い
」
の
意
を
含

ま
せ
る
こ
と
が
多
い
が
、
当
該
歌
は
叙
景
歌
で
そ
の
意
は
含
ま
な
い
。
水
が
流
れ
な

い
た
め
に
音
が
せ
ず
、
そ
の
名
の
通
り
音
無
で
あ
る
と
す
る
。 

【
補
説
】 

立
春
を
、
氷
が
わ
ず
か
に
解
け
始
め
た
景
で
捉
え
た
作
。「
そ
れ
」
と
い

う
代
名
詞
は
五
番
歌
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
何
を
指
す
の
か
わ
か
り
に
く
い
。 

八 

け
さ
こ
そ
は
お
な
じ
日
か
ず
に
は
る
を
し
る
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
を
人
に
し
ら
る
れ 

【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

今
朝
こ
そ
は
、
四
季
同
じ
日
数
を
経
て
一
年
が
た
ち
、
春
が
来
た

こ
と
を
知
る
が
、
（
そ
の
こ
と
は
皆
同
じ
で
あ
る
ゆ
え
、）
そ
の
よ
う
な
心
の
内
を
人

に
知
ら
れ
る
こ
と
だ
。 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

（
６
）
『
和
漢
朗
詠
集
』
は
『
新
編
国
歌
大
観
』、
『
詩
経
』
は
『
新
釈
漢
文
大
系
』
（
石
川
忠
久
氏
、
明
治
書
院
、
一
九
九
八
年
）
に
よ
る
。 
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【
参
考
歌
】 

長
月
も
な
の
み
な
り
け
り
春
夏
の
お
な
じ
日
数
に
あ
き
の
く
れ
ぬ
る 

（
『
月
詣
集
』
九
月
、
七
七
八
、
顕
昭
） 

こ
れ
も
ま
た
お
な
じ
日
数
に
く
れ
ぬ
れ
ば
な
が
月
の
名
も
か
ひ
な
か
り
け
り 

（
『
重
家
集
』
四
六
五
） 

【
語
釈
】 

〇
お
な
じ
ひ
か
ず
―
四
季
、
同
じ
日
数
。
当
該
歌
以
外
の
こ
の
表
現
の
作
例
は
八
例

の
み
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
当
該
歌
に
先
行
す
る
の
は
、
参
考
歌
欄
に
挙
げ
た
二
首
。

た
だ
し
、
『
月
詣
集
』
所
載
歌
は
、
「
な
が
月
は
名
の
み
な
り
け
り
春
夏
の
お
な
じ
日

数
に
く
る
る
秋
か
な
」（
『
新
続
古
今
集
』
巻
五
、
秋
下
、
六
〇
一
、
藤
原
為
経
・『
宝

治
百
首
』
一
九
七
一
）
と
酷
似
す
る
。
重
家
歌
も
類
想
で
、
と
も
に
「
長
月
」
と
い

う
名
を
も
つ
の
に
長
く
な
く
、
四
季
の
日
数
は
同
じ
で
あ
る
点
に
着
目
し
た
作
。 

〇
は
る
を
し
る
―
春
の
訪
れ
を
知
る
意
。
「（
け
さ
）
こ
そ
…
（
し
ら
）
る
れ
」
で
係

り
結
び
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
三
句
切
れ
で
は
な
く
、
「
知
る
」
は
連
体
形
で
「
心
」

に
続
く
。 

〇
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
を
人
に
し
ら
る
れ
―
四
季
が
同
じ
日
数
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
万

人
共
通
で
あ
る
た
め
、
同
じ
日
数
を
経
て
春
が
来
た
こ
と
を
知
る
、
と
い
う
心
の
内

が
他
者
に
わ
か
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。 

【
補
説
】 

下
句
の
意
が
わ
か
り
に
く
い
が
、
語
釈
に
記
し
た
よ
う
に
解
し
た
。
日

数
を
指
折
り
数
え
て
春
の
訪
れ
を
待
っ
て
い
た
心
の
内
を
皆
が
共
有
し
て
い
た
と
、

春
に
な
っ
た
喜
び
を
間
接
的
に
歌
っ
た
。「
知
る
」
の
語
が
二
度
詠
ま
れ
て
お
り
、
同

心
病
と
の
批
判
を
受
け
か
ね
な
い
が
、
自
分
が
知
り
、
そ
の
心
を
他
者
が
知
る
と
い

う
段
階
が
あ
り
、
あ
え
て
こ
の
よ
う
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

九 

け
さ
よ
り
は
は
な
に
な
り
ぬ
る
お
も
か
げ
の
な
が
め
に
か
は
る
ゆ
き
の
あ
け
ぼ

の 【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

立
春
の
今
朝
か
ら
は
、
花
の
眺
め
に
変
わ
っ
た
。
面
影
の
眺
め
と

な
っ
た
雪
の
曙
に
と
っ
て
代
わ
っ
て
。 

【
参
考
歌
】 

日
影
さ
す
ほ
ど
を
も
ま
た
ぬ
槿
は
た
だ
面
影
の
花
に
や
有
る
ら
ん 

（
『
俊
成
五
社
百
首
』
住
吉
社
百
首
和
歌
、
三
四
八
・『
玄
玉
集
』
巻
七
、
初
句
「
朝

日
さ
す
」
結
句
「
花
に
ぞ
有
り
け
る
」） 

な
ぐ
さ
め
は
秋
に
か
ぎ
ら
ぬ
空
の
月
春
よ
り
の
ち
も
面
か
げ
の
花 

（
『
拾
遺
愚
草
』
一
六
八
七
） 

【
語
釈
】 

〇
は
な
に
な
り
ぬ
る
―
何
が
花
に
な
っ
た
の
か
は
、
下
句
か
ら
知
ら
れ
る
。
冬
だ
っ

た
昨
日
ま
で
の
雪
の
曙
が
、
目
の
前
か
ら
消
え
て
「
面
影
」
の
眺
め
と
な
り
、
今
眼

前
に
あ
る
眺
め
は
花
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
。 

〇
お
も
か
げ
の
な
が
め
―
「
お
も
か
げ
」
は
、
目
の
前
に
な
い
も
の
が
ま
る
で
存
在

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
目
の
前
に
見
え
る
、そ
の
あ
り
さ
ま
。「
お
も
か
げ
の
な
が
め
」

と
続
く
例
は
、
他
に
見
い
だ
せ
な
い
。
ま
た
、「
お
も
か
げ
の
＋
名
詞
」
の
形
も
少
な

く
、
当
該
歌
以
前
の
作
例
は
、
参
考
歌
欄
「
日
影
さ
す
」「
な
ぐ
さ
め
は
」
歌
の
ほ
か

に
は
一
首
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、『
鳥
羽
百
首
』
で
は
他
に
三
例
、
一
二
「
お

も
か
げ
の
花
」・
三
六
「
お
も
か
げ
の
月
」・
六
六
「
お
も
か
げ
の
そ
ら
」
が
見
ら
れ

る
。
一
方
、
そ
の
後
雅
経
は
一
度
も
こ
の
「
お
も
か
げ
の
＋
名
詞
」
を
用
い
て
お
ら

ず
、
こ
の
時
期
に
の
み
関
心
を
持
っ
て
い
た
表
現
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、『
明

日
香
井
集
』
に
お
い
て
、「
面
影
」
の
語
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
歌
は
三
六
首
存
す
る

が
、
そ
の
う
ち
八
例
が
『
鳥
羽
百
首
』
に
集
中
し
て
い
る
。
田
村
柳
壹
氏
は
「
こ
ほ
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り
の
し
た
の
お
も
か
げ
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
『
鳥
羽
百
首
』
六
七
番

歌
に
つ
い
て
「
言
わ
ば
、
心
の
眼
で
見
て
い
る
が
ご
と
き
表
現
」
と
述
べ
て
い

（７
）

る
。

こ
こ
で
も
「
雪
の
曙
」
を
心
の
目
で
見
て
い
る
と
解
さ
れ
る
が
、
実
際
の
目
で
見
て

い
る
花
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
季
節
の
変
化
を
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。 

〇
ゆ
き
の
あ
け
ぼ
の
―
平
安
時
代
の
作
例
が
三
例
ほ
ど
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、

新
古
今
時
代
に
は
三
〇
例
以
上
見
ら
れ
る
流
行
表
現
。特
に
慈
円
に
多
く
、『
拾
玉
集
』

に
一
〇
例
見
ら
れ
る
。
雅
経
に
も
当
該
歌
の
ほ
か
に
、「
ふ
る
さ
と
へ
か
へ
る
や
ま
ぢ

は
さ
り
と
も
と
こ
ま
を
ぞ
た
の
む
ゆ
き
の
あ
け
ぼ
の
」（『
明
日
香
井
集
』
一
四
一
五
）

が
あ
る
。 

【
補
説
】 

雅
経
が
『
八
雲
御
抄
』
で
「
人
の
歌
を
取
る
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
田
村
柳
壹
氏
は
『
鳥
羽
百
首
』
を
対
象

と
し
て
詳
細
に
検
討
し
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。「
雅
経
が
比
較
的
近
年
に
詠

出
さ
れ
た
先
人
の
歌
を
意
識
し
て
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
歌
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
ら
先
行
歌
と
の
類
似
や
重
な
り
合
い
の
現
象
に
は
、
①
本
百
首
の
詠
作
さ

れ
た
建
久
期
前
後
に
流
行
の
兆
し
を
見
せ
る
表
現
を
敏
感
に
受
け
と
め
、
そ
れ
を
先

取
り
的
に
詠
み
こ
ん
で
い
る
こ
と
、
②
良
経
・
慈
円
・
定
家
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
新
風

歌
人
の
作
品
に
親
し
み
、
特
に
、
彼
ら
が
詠
出
し
た
秀
句
的
表
現
を
見
出
し
て
、
そ

れ
を
学
び
と
っ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
詠
歌
姿
勢
の
窺
い
知
れ
る
こ
と
、
な
ど
の
傾
向
を

認
め
る
こ
と
が
で
き

（
８
）

る
。
」
と
述
べ
、
①
の
例
と
し
て
、
当
該
歌
と
先
行
歌
の
内
「
打

ち
は
ら
ふ
こ
ろ
も
で
さ
え
ぬ
ひ
さ
か
た
の
し
ら
つ
き
や
ま
の
雪
の
明
ぼ
の
」（
『
右
大

臣
家
歌
合
』
三
一
、
俊
恵
）、
「
旅
人
は
は
れ
ま
な
し
と
や
お
も
ふ
ら
ん
た
か
き
の
や

ま
の
雪
の
あ
け
ぼ
の
」（
同
前
、
三
四
、
藤
原
経
家
）、「
な
が
め
や
る
こ
こ
ろ
の
道
も

な
か
り
け
り
千
さ
と
の
ほ
か
の
雪
の
あ
け
ぼ
の
」（
『
文
治
六
年
女
御
入
内
和
歌
』
二

七
六
、
藤
原
良
経
・『
秋
篠
月
清
集
』
一
三
七
三
、
第
三
句
「
た
ど
り
け
り
」）
な
ど

の
五
首
を
挙
げ
て
い
る
。
雅
経
に
は
、
同
時
代
歌
人
が
創
出
し
た
か
と
思
わ
れ
る
表

現
を
摂
取
し
た
例
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
、
順
徳
院
の
「
人
の
歌
を
取
る
」
と
い
う

批
判
も
肯
わ
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。 

 

一
〇 

も
ろ
人
の
は
る
に
あ
ふ
べ
き
ゆ
ゑ
な
れ
や
は
こ
や
の
山
の
ち
よ
の
は
つ
そ
ら 

【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

こ
れ
が
多
く
の
人
が
春
に
会
う
で
あ
ろ
う
理
由
な
の
だ
ろ
う
、
貌

姑
射
の
山
が
千
年
も
続
く
、
そ
の
初
春
の
空
で
あ
る
。 

【
参
考
歌
】 

こ
れ
も
な
ほ
花
ゆ
ゑ
な
れ
や
木
の
も
と
に
春
の
夜
ぶ
か
く
月
を
見
る
か
な 

（
『
拾
玉
集
』
四
八
〇
七
） 

す
み
が
ま
の
た
え
ぬ
け
ぶ
り
の
ゆ
ゑ
な
れ
や
ゆ
き
に
も
か
よ
ふ
を
の
の
ほ
そ
道（
『
千

五
百
番
歌
合
』
二
〇
一
六
、
藤
原
公
継
） 

雪
は
猶
ふ
る
と
し
な
が
ら
立
つ
春
は
さ
え
に
し
ま
ま
の
初
空
の
月 

（
『
蔵
玉
集
』
一
一
八
、
後
鳥
羽
院
） 

山
川
や
い
は
ね
の
水
の
い
は
ね
ど
も
あ
ら
し
に
し
る
し
冬
の
初
空
（
『
院
当
座
歌
合 

正
治
二
年
十
月
』
六
、
後
鳥
羽
院
・『
後
鳥
羽
院
御
集
』
一
四
九
七
） 

【
語
釈
】 

〇
ゆ
ゑ
な
れ
や
―
作
例
は
少
な
く
、
参
考
歌
欄
「
こ
れ
も
な
ほ
」「
す
み
が
ま
の
」
歌

に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
う
ち
、
慈
円
歌
は
詠
作
年
不
明
、
公
継
歌
は
当
該
歌
よ

り
後
の
作
で
あ
る
。 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

（７
） 

田
村
柳
壹
氏
『
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
』
一
九
九
八
年
一
一
月
、
笠
間
書
院
、
二
三
三
ペ
ー
ジ
。
初
出
「
藤
原
雅
経
の
和
歌
活
動
と
そ
の
詠
歌
を
め
ぐ
っ
て
―
特
に
、
建
仁
元
年
新
古
今
集
撰
集
下
命
ま
で
を
中
心
に
―
」

（
『
中
世
文
学
』
第
二
二
号
、
一
九
七
七
年
一
〇
月
）
。 

（
８
） 

田
村
氏
前
掲
書
二
三
四
ペ
ー
ジ
。 
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〇
は
こ
や
の
や
ま
―
中
国
で
、
仙
人
が
住
む
と
さ
れ
た
想
像
上
の
山
。
仙
洞
御
所
も

指
し
、
こ
こ
で
は
後
鳥
羽
院
の
仙
洞
御
所
を
指
す
。 

〇
ち
よ
の
は
つ
そ
ら
―
仙
洞
御
所
は
千
年
も
続
く
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
最
初
で
あ
る

初
春
の
空
、
の
意
。
「
は
つ
（
初
）
」
は
「
ち
よ
の
は
つ
」
と
「
は
つ
そ
ら
」
の
両
方

に
か
か
る
。「
は
つ
そ
ら
」は
、初
め
て
そ
の
季
節
ら
し
い
様
子
に
な
っ
た
空
の
意
で
、

こ
こ
で
は
い
か
に
も
新
春
ら
し
い
空
。「
ち
よ
の
は
つ
そ
ら
」
は
他
に
作
例
が
見
ら
れ

な
い
。「
は
つ
そ
ら
」
自
体
が
新
し
い
表
現
と
思
わ
れ
る
。
参
考
歌
欄
「
雪
は
猶
」
歌

が
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
等
に
は
見
ら
れ
ず
詠
作
年
次
不
明
で
あ
る
ほ
か
は
、
当
該
歌

よ
り
後
の
作
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、「
山
川
や
」
歌
に
つ
い
て
、
判
詞
（
衆
議

判
）
で
は
「
冬
の
初
空
も
す
こ
し
め
づ
ら
し
く
や
侍
ら
ん
」
と
す
る
。 

【
補
説
】 

仙
洞
御
所
、
お
よ
び
そ
こ
に
住
む
後
鳥
羽
院
の
繁
栄
を
歌
い
、
そ
う
で

あ
れ
ば
人
々
も
ま
た
栄
え
る
で
あ
ろ
う
と
寿
ぐ
歌
で
、
立
春
題
の
一
〇
首
を
締
め
く

く
る
。 

『
蹴
鞠
別
記
』
に
よ
る
と
、
鎌
倉
に
住
ん
で
い
た
雅
経
に
、
建
久
八
年
一
月
七
日
、

後
鳥
羽
院
か
ら
上
洛
を
命
じ
る
御
教
書
が
届
い
た
。
雅
経
は
二
月
に
上
洛
し
、
後
鳥

羽
院
に
蹴
鞠
に
召
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
一
二
月
に
は
、
侍
従
に
任
じ
ら
れ
て

い
る
。
雅
経
が
後
鳥
羽
院
歌
壇
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
本
百
首
詠
作
の
二

年
後
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
経
過
お
よ
び
当
該
歌
の
内
容
を
考
え
る
と
、
や
は
り

本
百
首
は
後
鳥
羽
院
の
目
に
入
る
こ
と
を
意
識
し
た
作
品
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。 

  
 
 

花 

一
一 

こ
ず
ゑ
に
は
ま
だ
は
る
あ
さ
し
よ
し
の
や
ま
さ
え
た
る
風
の
お
と
ば
か
り
し

て 【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

木
々
の
梢
に
は
ま
だ
春
は
浅
い
。
吉
野
山
で
は
冷
え
冷
え
と
し
た

風
の
音
ば
か
り
し
て
。 

【
参
考
歌
】 

き
え
も
や
ら
ず
の
こ
れ
る
ゆ
き
の
ふ
る
す
い
で
て
ま
だ
は
る
あ
さ
き
う
ぐ
ひ
す
の
こ

ゑ
（
『
通
具
俊
成
女
歌
合
』
二
） 

春
あ
さ
き
す
ず
の
ま
が
き
に
か
ぜ
さ
え
て
ま
だ
雪
き
え
ぬ
し
が
ら
き
の
さ
と 

（
『
山
家
集
』
九
六
七
） 

【
語
釈
】 

〇
ま
だ
は
る
あ
さ
し
―
春
浅
い
た
め
蕾
も
固
い
ま
ま
で
、
ま
だ
春
ら
し
い
様
子
が
あ

ま
り
な
い
こ
と
を
い
う
。
こ
の
表
現
の
作
例
は
少
な
く
、
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）

四
月
以
前
成
立
の
『
通
具
俊
成
女
歌
合
』「
き
え
も
や
ら
ず
」
歌
が
当
該
歌
と
の
先
後

が
不
明
で
あ
る
ほ
か
は
、
当
該
歌
よ
り
後
の
作
例
し
か
見
ら
れ
な
い
。「
春
浅
し
」
と

い
う
表
現
も
新
し
く
、
参
考
歌
欄
「
春
あ
さ
き
」
歌
が
初
出
と
見
ら
れ
る
。 

〇
よ
し
の
や
ま
―
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県
吉
野
郡
。
平
安
時
代
以
降
、
雪

深
い
地
と
し
て
詠
ま
れ
る
。
ま
た
、
桜
の
名
所
。
こ
こ
の
「
梢
」
も
桜
の
梢
で
あ
ろ

う
。 

〇
さ
え
た
る
風
の
―
「
さ
え
た
る
風
」
と
い
う
表
現
は
当
該
歌
以
外
に
は
作
例
が
な

い
。
「
風
さ
え
て
」「
風
さ
ゆ
る
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
の
が
一
般
的
。 

【
補
説
】 

「
花
」
題
で
、
桜
の
名
所
吉
野
山
を
詠
ん
で
い
な
が
ら
、
花
は
直
接
詠

ま
れ
て
い
な
い
。
春
浅
い
梢
を
詠
む
こ
と
で
、
開
花
ま
で
は
日
数
を
要
す
る
で
あ
ろ

う
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
と
い
う
趣
向
の
作
。 

 

一
二 
こ
れ
ぞ
こ
の
か
す
み
の
う
ち
の
こ
ず
ゑ
よ
り
ま
づ
さ
き
だ
ち
し
お
も
か
げ
の

花 
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【
校
異
】 

こ
れ
ぞ
こ
の
―
こ
れ
は
こ
の
（
書
Ｂ
） 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

こ
れ
が
霞
の
中
の
梢
か
ら
、本
物
の
花
に
先
立
っ
て
ま
ず
咲
い
た
、

面
影
の
花
な
の
だ
な
。 

【
参
考
歌
】 

な
ぐ
さ
め
は
秋
に
か
ぎ
ら
ぬ
空
の
月
春
よ
り
の
ち
も
面
か
げ
の
花 

（
『
拾
遺
愚
草
』
一
六
八
七
） 

【
語
釈
】 

〇
お
も
か
げ
の
は
な
―
「
お
も
か
げ
の
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
は
九
番
歌
の
語
釈

参
照
。「
お
も
か
げ
の
花
」
と
い
う
表
現
の
当
該
歌
以
外
の
作
例
は
、
参
考
歌
欄
「
な

ぐ
さ
め
は
」
歌
の
み
で
、
定
家
歌
が
先
行
す
る
。
定
家
歌
で
は
春
が
過
ぎ
た
後
も
面

影
に
残
っ
て
い
る
花
の
意
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
雅
経
歌
で
は
霞
が
立
ち
込
め
て
桜

の
梢
の
周
辺
が
白
い
た
め
に
、
咲
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を
言
う
。 

【
補
説
】 

桜
の
花
の
遠
景
を
雲
に
見
立
て
る
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
は
、
和
歌
に
お

い
て
少
な
く
な
い
が
、
こ
こ
で
は
霞
の
中
の
梢
に
花
を
幻
視
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で

の
二
首
は
、
ま
だ
咲
い
て
い
な
い
桜
を
詠
ん
で
い
る
。 

 

一
三 

さ
て
は
い
か
に
人
に
は
か
は
る
け
し
き
か
な
は
な
ま
ち
え
た
る
春
の
や
ま
か

ぜ 【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

そ
れ
で
は
、
ど
れ
ほ
ど
ほ
か
の
人
が
見
た
の
と
は
違
う
景
色
を
見

た
こ
と
だ
ろ
う
、
花
が
咲
く
の
を
待
っ
て
、
よ
う
や
く
見
る
こ
と
が
で
き
た
そ
の
時

に
春
の
山
風
が
吹
い
た
の
だ
か
ら
。 

【
参
考
歌
】 

優
曇
華
の
花
待
ち
得
た
る
心
地
し
て
深
山
桜
に
目
こ
そ
う
つ
ら
ね 

（
『
源
氏
物
語
』
若
紫
巻
、
五
二
、
北
山
の
僧
都
） 

や
ま
ふ
か
み
花
ま
ち
え
た
る
わ
が
や
ど
を
雲
ゐ
る
み
ね
と
人
や
見
る
ら
む 

（
『
拾
玉
集
』
四
四
八
四
） 

【
語
釈
】 

〇
人
に
は
か
は
る
―
人
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
当
該
歌
以
外
に
は
後
代
に
一
例
し
か

見
ら
れ
な
い
。 

〇
は
な
ま
ち
え
た
る
―
「
待
ち
得
」
は
待
ち
受
け
て
会
う
意
。「
花
＋
待
ち
得
」
が
詠

ま
れ
た
例
は
す
べ
て
「
は
な
ま
ち
え
た
る
」
の
形
だ
が
、
後
代
の
作
三
例
も
含
め
て

当
該
歌
以
外
に
六
例
し
か
見
ら
れ
な
い
。
当
該
歌
に
先
行
す
る
三
首
の
う
ち
の
二
首

を
参
考
歌
欄
に
示
し
た
。
「
待
ち
得
」
と
い
う
語
は
、
『
明
日
香
井
集
』
で
は
、
当
該

歌
を
含
め
て
七
首
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
他
の
六
首
は
、
同
じ
く
『
鳥
羽
百
首
』

の
二
二
の
ほ
か
、
一
一
二
『
正
治
後
度
百
首
』（
正
治
二
年
〔
一
二
〇
〇
〕）、
五
五
一
・

五
六
九
『
春
日
社
百
首
』（
元
久
二
年
〔
一
二
〇
五
〕）、
八
七
五
『
老
若
五
十
首
歌
合
』

（
建
仁
元
年
〔
一
二
〇
一
〕）、
一
一
三
七
（
元
久
元
年
）
で
、
雅
経
の
歌
歴
（
本
百

首
の
建
久
九
年
～
承
久
三
年
〔
一
二
二
一
〕）
の
中
で
早
い
時
期
に
集
中
し
て
い
る
。

比
較
的
若
い
こ
ろ
に
関
心
を
抱
い
た
表
現
で
あ
っ
た
ら
し
い
。 

【
補
説
】 

待
っ
た
結
果
よ
う
や
く
開
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
、
そ
の
瞬
間
に
山

風
が
吹
い
た
の
を
希
少
な
体
験
で
あ
る
と
す
る
。
開
花
し
て
間
も
な
い
の
で
、
散
る

花
は
多
く
は
な
く
、
は
ら
は
ら
と
舞
う
花
び
ら
が
美
し
い
の
で
あ
ろ
う
。 

 
一
四 

な
が
め
や
る
た
か
ね
は
は
な
に
う
づ
も
れ
て
く
も
の
み
ふ
か
き
み
よ
し
の
ゝ

山 【
校
異
】 
な
し 

【
他
文
献
】 
な
し 
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【
現
代
語
訳
】 

は
る
か
眺
め
る
高
嶺
は
花
に
埋
も
れ
て
い
て
、
ま
る
で
雲
ば
か
り

が
深
く
か
か
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
吉
野
の
山
で
あ
る
。 

【
参
考
歌
】 

尋
ね
き
て
匂
ひ
に
花
は
し
る
け
れ
ど
猶
雲
深
く
み
よ
し
の
の
お
く 

（
『
正
治
初
度
百
首
』
七
一
三
、
藤
原
忠
良
） 

【
語
釈
】 

〇
く
も
の
み
ふ
か
き
―
雲
が
濃
く
か
か
っ
て
い
る
。
満
開
の
花
に
吉
野
山
が
包
ま
れ

て
い
る
様
子
を
雲
に
た
と
え
た
。 

【
補
説
】 

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
作
で
は
あ
る
が
、
遠
景
の
桜
を
雲
に
見
立
て
る
の

は
常
套
的
で
、
工
夫
に
乏
し
い
。
当
該
歌
よ
り
後
の
作
で
あ
る
が
、
参
考
歌
欄
に
示

し
た
よ
う
な
類
想
歌
が
あ
る
。 

 

一
五 

た
れ
も
み
な
花
に
こ
ゝ
ろ
を
う
つ
し
き
て
み
や
こ
の
は
る
は
し
ら
か
は
の
さ

と 【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

誰
も
が
み
な
花
に
心
惹
か
れ
て
こ
ち
ら
へ
や
っ
て
き
て
、
都
の
春

は
知
ら
ず
、
白
川
の
里
の
春
を
楽
し
ん
で
い
る
。 

【
参
考
歌
】 

か
ぎ
り
な
き
に
ほ
ひ
を
そ
へ
て
白
川
の
さ
と
の
し
る
べ
は
し
か
に
ざ
り
け
る 

（
『
定
頼
集
』
二
五
） 

〔 

〕
跡
も
も
と
よ
り
雪
の
す
み
か
か
な
い
か
が
な
が
む
る
し
ら
川
の

（
９
）

里 

き
み
が
か
く
た
づ
ぬ
る
あ
と
ぞ
あ
は
れ
な
る
雪
の
す
み
か
の
し
ら
川
の
里 

（
『
拾
玉
集
』
五
五
二
四
・
五
五
三
四
、
藤
原
定
家
・
慈
円
） 

【
語
釈
】 

〇
し
ら
か
は
の
さ
と
―
白
川
は
山
城
国
の
歌
枕
で
、
比
叡
山
に
発
し
鴨
川
に
合
流
し

て
い
た
川
、お
よ
び
そ
の
流
域
の
鴨
川
の
東
側
一
帯
の
地
名
。平
安
時
代
中
期
以
降
、

貴
族
の
邸
な
ど
が
造
ら
れ
、
和
歌
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
桜
の
名
所
。「
白
川

の
里
」
と
い
う
表
現
は
、
参
考
歌
欄
「
か
ぎ
り
な
き
」
歌
が
初
出
と
見
ら
れ
、
新
古

今
歌
人
に
作
例
が
一
〇
例
余
見
ら
れ
る
。『
拾
玉
集
』
歌
は
建
久
六
年
の
贈
答
。
雅
経

歌
で
は
「
白
川
」
の
「
し
ら
」
に
「
知
ら
」
を
掛
け
る
。 

【
補
説
】 

四
番
歌
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
春
は
ま
ず
都
に
や
っ
て
く
る
と
い
う
考

え
方
が
あ
っ
た
中
で
、
都
を
差
し
置
い
て
白
川
の
里
の
春
を
楽
し
む
と
い
う
発
想
の

歌
。
定
頼
歌
が
藤
原
教
通
の
別
邸
白
川
殿
を
寿
ぐ
歌
、
定
家
と
慈
円
の
贈
答
で
は
白

川
の
里
は
慈
円
の
宿
坊
を
指
す
こ
と
を
考
え
る
と
、
雅
経
歌
も
誰
か
の
邸
を
念
頭
に

置
い
た
作
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
雅
経
歌
に
は
地
名
を
掛
詞
と
す

る
例
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
最
初
で
あ
る
。 

 

一
六 

た
ど
り
つ
る
か
す
み
は
よ
そ
の
な
が
め
に
て
に
ほ
ひ
に
こ
も
る
春
の
花
か
げ 

【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

目
指
し
て
や
っ
て
来
た
霞
は
遠
く
離
れ
た
眺
め
と
な
っ
て
、
今
私

は
春
の
花
陰
の
美
し
さ
の
中
に
籠
っ
て
い
る
。 

【
参
考
歌
】 

朝
夕
の
け
ぶ
り
を
よ
そ
の
な
が
め
に
て
あ
は
れ
い
つ
ま
で
あ
か
し
く
ら
さ
む 

つ
き
も
せ
ぬ
よ
そ
の
な
が
め
の
ゆ
ふ
け
ぶ
り
い
つ
身
の
う
へ
に
有
明
の
空 

（
『
拾
玉
集
』
五
二
六
三
・
五
二
七
三
、
隆
寛
・
慈
円
の
贈
答
） 

【
語
釈
】 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

（
９
） 

欠
字
の
部
分
を
、
久
保
田
淳
氏
『
藤
原
定
家
全
歌
集 

下
』
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
七
年
）
で
は
、
一
本
に
よ
り
「
君
が
」
と
補
う
。 
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〇
た
ど
り
つ
る
―
「
辿
る
」
は
探
し
て
手
に
入
れ
る
意
で
、
こ
こ
で
は
霞
に
近
づ
こ

う
と
し
て
や
っ
て
き
た
こ
と
を
い
う
。 

〇
よ
そ
の
な
が
め
―
「
よ
そ
」
は
、
無
関
係
の
意
と
空
間
的
に
隔
た
っ
た
意
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
後
者
だ
が
、
前
者
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
含
む
か
。
結
局
霞
に
近
づ
く
こ
と
は

で
き
ず
、
花
に
出
会
っ
た
た
め
に
霞
へ
の
関
心
が
薄
れ
た
こ
と
を
い
う
。「
よ
そ
の
な

が
め
」
と
い
う
表
現
の
作
例
は
少
な
く
、
当
該
歌
に
先
行
す
る
の
は
参
考
歌
欄
に
示

し
た
二
首
の
み
で
、
建
久
二
年
の
詠
。 

〇
に
ほ
ひ
に
こ
も
る
―
春
の
花
陰
の
美
し
さ
に
包
ま
れ
て
い
る
意
と
解
し
た
が
、「
に

ほ
ひ
」
は
香
り
の
意
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
に
ほ
ひ
に
こ
も
る
」
と
い
う
表
現
は
、
当

該
歌
以
外
に
は
後
代
の
作
一
首
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。 

〇
は
る
の
は
な
か
げ
―
当
該
歌
以
外
に
は
作
例
は
な
い
。 

【
補
説
】 

霞
を
求
め
て
い
た
の
に
、
花
に
出
会
い
、
満
開
の
桜
に
包
ま
れ
る
喜
び

を
歌
う
。
ま
た
、
他
に
作
例
の
な
い
、
あ
る
い
は
少
な
い
表
現
を
多
用
し
て
お
り
、

新
し
さ
を
求
め
た
作
と
感
じ
ら
れ
る
。 

 

一
七 

さ
き
そ
め
し
花
に
こ
ゝ
ろ
を
い
れ
し
よ
り
は
る
の
日
か
ず
は
み
よ
し
の
ゝ
や
ま 

【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

咲
き
始
め
た
花
に
心
を
奪
わ
れ
て
以
来
、
春
の
日
数
は
こ
こ
吉
野

の
山
で
過
ご
し
て
い
る
。 

【
語
釈
】 

〇
こ
ゝ
ろ
を
い
れ
し
よ
り
―
「
こ
こ
ろ
を
い
（
入
）
る
」
は
執
着
す
る
意
。 

〇
み
よ
し
の
の
や
ま
―
「
み
吉
野
の
山
」
の
「
み
」
に
「
見
（
る
）
」
を
掛
け
る
と
解

し
た
。
「
見
る
」
は
経
験
す
る
意
。 

【
補
説
】 

吉
野
山
の
桜
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
は
か
ら
ず
も
長
い
日
数
を
過
ご

す
こ
と
に
な
っ
た
と
詠
む
、
平
明
な
作
。 

 

一
八 

花
か
と
も
お
も
ひ
も
は
て
ぬ
や
ま
ぢ
よ
り
な
が
め
も
ま
が
ふ
み
ね
の
し
ら
雲 

【
校
異
】 

な
が
め
も
ま
が
ふ
―
な
が
め
も
ま
よ
ふ
（
冷
・
書
Ａ
・
書
Ｂ
） 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

花
か
と
判
断
も
つ
か
な
い
う
ち
に
、
山
路
を
来
て
、
眺
め
て
も
見

分
け
が
つ
か
な
い
峰
の
白
雲
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
。 

【
語
釈
】 

〇
お
も
ひ
も
は
て
ぬ
―
「
思
ひ
果
つ
」
は
最
終
的
に
判
断
す
る
意
。「
お
も
ひ
も
は
て

ぬ
」
で
、
判
断
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
意
。
花
か
な
と
思
っ
た
が
、
判
断
が
つ
く
前

に
白
雲
で
あ
る
と
気
づ
い
た
と
解
し
た
。 

〇
な
が
め
も
ま
が
ふ
―
「
な
が
め
も
ま
が
ふ
」
で
あ
れ
ば
眺
め
て
も
区
別
が
つ
か
な

い
意
、「
な
が
め
も
ま
よ
ふ
」
で
あ
れ
ば
眺
め
て
も
判
断
に
迷
う
意
で
、
意
味
に
大
き

な
違
い
は
な
い
。
ま
た
、
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、
他
に
作
例
は
見
ら
れ
な
い
。 

【
補
説
】 

解
し
に
く
い
歌
で
あ
る
。
別
解
と
し
て
、「
ぬ
」
を
完
了
の
助
動
詞
と
捉

え
、
花
か
と
思
い
こ
ん
で
し
ま
っ
た
、
山
路
か
ら
い
く
ら
眺
め
て
も
見
分
け
が
つ
か

な
い
峰
の
白
雲
を
、
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
一

見
し
た
時
に
は
花
だ
と
思
っ
た
が
、
白
雲
で
あ
っ
た
と
い
う
歌
と
な
る
。 

 

一
九 

と
に
か
く
に
お
も
ふ
も
か
な
し
よ
し
の
や
ま
は
な
ゆ
ゑ
に
や
は
い
ら
ん
と
お

も
ひ
し 

【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

あ
れ
こ
れ
と
物
を
思
う
の
も
悲
し
い
。
吉
野
山
に
花
の
た
め
に
入

ろ
う
と
思
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。 
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【
参
考
歌
】 

こ
の
も
と
は
は
な
ゆ
ゑ
に
や
は
す
み
そ
め
し
ち
れ
ば
心
の
あ
く
が
れ
ぬ
ら
ん 

（
『
唯
心
房
集
』
一
一
） 

世
を
す
て
ば
い
ら
ん
と
思
ふ
や
ま
の
は
に
か
ね
て
か
た
ら
ふ
ほ
と
と
ぎ
す
か
な（
『
新

和
歌
集
』
巻
二
、
夏
、
一
一
五
、
藤
原
頼
業
） 

【
語
釈
】 

〇
は
な
ゆ
ゑ
に
や
は
い
ら
ん
と
お
も
ひ
し
―
花
を
見
る
た
め
に
吉
野
山
に
入
ろ
う
と

思
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
意
。「
は
な
ゆ
ゑ
に
や
は
」
と
い
う
表
現
の
作
例
は
、
当
該

歌
以
前
に
は
「
こ
の
も
と
は
」
歌
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
「
入
ら
む
と
思
ふ
」

と
い
う
表
現
も
、
当
該
歌
以
前
に
は
「
世
を
す
て
ば
」
歌
の
み
で
、
当
該
歌
よ
り
後

の
作
に
は
、
雅
経
の
孫
で
『
明
日
香
井
集
』
撰
者
で
あ
る
雅
有
の
作
が
一
例
あ
る
。 

【
補
説
】 

花
を
見
る
た
め
で
は
な
く
、世
を
捨
て
よ
う
と
吉
野
山
に
入
っ
た
の
で
、

美
し
い
花
を
見
て
も
心
慰
ま
ず
、
悲
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
上
句
と
下
句

の
関
係
が
や
や
不
明
確
で
あ
る
。
当
該
歌
は
、
表
現
面
で
寂
然
（
俗
名
は
藤
原
頼
業
）

の
二
首
と
共
通
し
て
お
り
、
念
頭
に
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、『
新

和
歌
集
』
は
雅
経
没
後
の
成
立
な
の
で
、
雅
経
が
「
世
を
す
て
ば
」
歌
を
知
り
え
た

か
疑
問
は
残
る
。 

 

二
〇 

お
の
づ
か
ら
あ
を
ば
に
の
こ
る
花
の
い
ろ
や
つ
ら
き
あ
ら
し
の
な
さ
け
な
る

ら
ん 

【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

た
ま
た
ま
青
葉
の
上
に
残
っ
て
い
た
花
の
色
は
、
冷
淡
な
嵐
の
せ

め
て
も
の
情
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 

【
参
考
歌
】 

あ
ぢ
き
な
く
つ
ら
き
あ
ら
し
の
こ
ゑ
も
う
し
な
ど
ゆ
ふ
ぐ
れ
に
ま
ち
な
ら
ひ
け
ん

（
『
新
古
今
集
』
巻
一
三
、
恋
三
、
一
一
九
六
、
藤
原
定
家
・『
拾
遺
愚
草
』
一
六
八
） 

【
語
釈
】 

〇
あ
を
ば
に
の
こ
る
―
青
葉
に
、
嵐
に
よ
っ
て
散
っ
た
桜
の
花
び
ら
が
つ
い
て
、
残

っ
て
い
た
。当
該
歌
以
前
に
こ
の
表
現
の
作
例
は
な
く
、
後
の
作
に
五
例
見
ら
れ
る
。 

〇
つ
ら
き
あ
ら
し
―
当
該
歌
以
前
の
作
例
は
「
あ
ぢ
き
な
く
」
歌
一
例
の
み
で
、
後

の
作
に
一
〇
例
見
ら
れ
る
。 

【
補
説
】 

田
村
柳
壹
氏
は
九
番
歌
で
挙
げ
た
本
百
首
の
特
徴
の
う
ち
②
の
例
と
し

て
、
当
該
歌
と
参
考
歌
欄
に
示
し
た
定
家
歌
を
示
し
、「
雅
経
は
先
人
の
秀
句
的
表
現

を
積
極
的
に
学
び
用
い
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い

（ 

）
10る

。
定
家
歌
は
、
文
治
二
年
（
一
一

八
六
）『
二
見
浦
百
首
』
中
の
一
首
。
定
家
歌
か
ら
学
ん
だ
と
す
れ
ば
、
恋
歌
を
自
然

詠
に
転
じ
、
定
家
歌
で
は
「
う
し
」
と
厭
わ
れ
て
い
る
嵐
の
小
さ
な
心
遣
い
を
詠
ん

で
お
り
、
異
な
る
歌
境
を
作
り
得
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
雅
経
に

は
嵐
を
詠
ん
だ
歌
が
多
く
、『
明
日
香
井
集
』
に
は
六
九
例
見
ら
れ
る
。 

 

郭
公 

二
一 

は
な
も
ま
だ
わ
す
れ
ぬ
ほ
ど
の
ゆ
め
ぢ
よ
り
や
ま
ほ
と
ゝ
ぎ
す
は
る
に
な
く

な
り 

【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

花
の
こ
と
も
ま
だ
忘
れ
て
い
な
い
頃
の
夢
の
中
か
ら
、
山
ほ
と
と

ぎ
す
が
春
に
鳴
く
声
が
聞
こ
え
る
。 

【
参
考
歌
】 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

（ 

）
10

 
 

田
村
氏
前
掲
書
、
二
三
五
～
六
ペ
ー
ジ
。 
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ま
ど
ろ
む
と
お
も
ひ
も
は
て
ぬ
夢
路
よ
り
う
つ
つ
に
つ
づ
く
初
雁
の
こ
ゑ 

（
『
拾
遺
愚
草
』
三
四
五
） 

【
語
釈
】 

〇
は
な
も
ま
だ
わ
す
れ
ぬ
ほ
ど
―
桜
の
季
節
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
満
開
の

記
憶
が
心
に
残
っ
て
い
る
頃
。「
わ
す
れ
ぬ
ほ
ど
」
と
い
う
表
現
の
作
例
は
、
当
該
歌

以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。 

〇
ゆ
め
ぢ
よ
り
―
「
ゆ
め
ぢ
」
は
こ
こ
で
は
夢
と
同
義
。「
ゆ
め
ぢ
よ
り
」
と
い
う
表

現
の
作
例
は
多
く
な
い
。
新
古
今
歌
人
で
は
参
考
歌
欄
に
示
し
た
定
家
歌
の
ほ
か
に
、

慈
円
に
二
例
、
藤
原
家
隆
に
一
例
、
寂
連
に
一
例
見
ら
れ
る
ほ
か
、
雅
経
自
身
に
「
な

み
の
お
と
ま
つ
の
あ
ら
し
の
う
ら
づ
た
ひ
夢
ぢ
よ
り
こ
そ
と
ほ
ざ
か
り
ぬ
れ
」（
『
明

日
香
井
集
』
一
七
二
・『
正
治
後
度
百
首
』
二
七
九
）
が
あ
る
。 

〇
や
ま
ほ
と
ゝ
ぎ
す
―
山
に
い
る
ほ
と
と
ぎ
す
。
ほ
と
と
ぎ
す
は
五
月
に
な
る
と
山

か
ら
里
へ
下
り
て
く
る
と
さ
れ
て
い
た
。 

【
補
説
】 

「
夢
路
よ
り
」
と
い
う
表
現
は
、
定
家
歌
か
ら
学
ん
だ
か
と
思
わ
れ
る
。

定
家
歌
は
夢
の
中
で
雁
の
声
を
聞
い
た
と
思
っ
た
ら
、
現
実
に
聞
こ
え
て
い
た
と
い

う
も
の
で
、
雅
経
歌
で
も
、
明
確
で
は
な
い
が
、
現
実
に
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
を
聞
い

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
花
の
記
憶
も
ま
だ
新
し
い
う
ち
に
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
幸
運
を
喜
ぶ
思
い
を
詠
ん
で
い
る
。
春
に
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
を
詠

ん
だ
歌
は
多
く
は
な
い
。「
ほ
と
と
ぎ
す
お
も
ひ
も
か
け
ぬ
は
る
な
け
ば
こ
と
し
ぞ
ま

た
で
は
つ
ね
き
き
つ
る
」（
『
後
拾
遺
集
』
巻
二
、
春
下
、
一
六
二
、
藤
原
定
頼
・『
定

頼
集
』
六
四
）
が
早
い
例
か
と
思
わ
れ
る
。
近
い
時
代
で
は
「
う
れ
し
と
も
お
も
ひ

ぞ
わ
か
ぬ
郭
公
は
る
き
く
こ
と
の
な
ら
ひ
な
け
れ
ば
」（
『
山
家
集
』
一
八
九
）
な
ど

が
あ
る
。 

 

二
二 

ほ
と
ゝ
ぎ
す
ま
ち
え
ぬ
ほ
ど
の
な
ぐ
さ
め
は
こ
ゝ
ろ
に
と
め
し
こ
ぞ
の
ふ
る

ご
ゑ 

【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

ほ
と
と
ぎ
す
が
鳴
く
の
を
待
っ
て
も
果
た
せ
な
か
っ
た
時
の
慰
め

は
、
心
に
留
め
て
お
い
た
去
年
の
古
声
を
思
い
出
す
こ
と
で
あ
る
。 

【
本
歌
】 

さ
月
ま
つ
山
郭
公
う
ち
は
ぶ
き
今
も
な
か
な
む
こ
ぞ
の
ふ
る
ご
ゑ 

（
『
古
今
集
』
巻
三
、
夏
、
一
三
七
、
よ
み
人
し
ら
ず
） 

【
語
釈
】 

〇
ま
ち
え
ぬ
ほ
ど
―
「
待
ち
得
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
一
三
番
歌
の
語
釈
参
照
。 

【
補
説
】 

『
古
今
集
』
歌
を
本
歌
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
歌
が
、
去
年
の

古
い
声
で
も
良
い
か
ら
今
す
ぐ
に
鳴
い
て
ほ
し
い
と
詠
む
の
に
対
し
て
、
声
を
聞
く

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
時
に
は
、
心
の
中
に
あ
る
去
年
の
古
い
声
を
慰
め
と
す
る
と

詠
み
、
異
な
る
心
の
あ
り
よ
う
を
提
示
し
て
い
る
。
九
番
歌
の
「
お
も
か
げ
の
な
が

め
」
な
ど
に
通
じ
る
発
想
で
、
田
村
柳
壹
氏
の
表
現
を
借
り
る
と
、
心
の
耳
で
聞
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。 

 

二
三 

と
に
か
く
に
な
ご
り
ぞ
お
も
ふ
ほ
と
ゝ
ぎ
す
き
ゝ
だ
に
は
て
ぬ
こ
ゑ
の
あ
け

ぼ
の 

【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

あ
れ
こ
れ
と
名
残
惜
し
く
思
っ
て
い
る
。
ほ
と
と
ぎ
す
の
一
声
を

最
後
ま
で
聞
く
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
曙
に
。 

【
参
考
歌
】 

は
な
に
あ
か
ぬ
な
ご
り
を
お
も
ふ
春
の
日
の
心
も
し
ら
ぬ
か
ね
の
お
と
か
な 
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（
『
秋
篠
月
清
集
』
一
〇
一
九
） 

こ
こ
ろ
さ
へ
く
も
ぢ
に
き
え
ぬ
ほ
と
と
ぎ
す
な
き
て
す
ぐ
な
る
こ
ゑ
の
あ
け
ぼ
の

（
『
寂
蓮
無
題
百
首
』
二
四
） 

【
語
釈
】 

〇
な
ご
り
ぞ
お
も
ふ
ー
類
似
の
「
な
ご
り
を
お
も
ふ
」
は
、
参
考
歌
欄
「
は
な
に
あ

か
ぬ
」
歌
な
ど
が
先
行
す
る
が
、「
な
ご
り
ぞ
お
も
ふ
」
は
雅
経
に
「
は
つ
ね
よ
り
な

ご
り
ぞ
お
も
ふ
う
ぐ
ひ
す
の
み
や
こ
へ
い
づ
る
春
の
や
ま
ざ
と
」（
『
明
日
香
井
集
』

一
〇
一
、『
正
治
後
度
百
首
』
二
〇
八
）
が
あ
る
ほ
か
は
後
代
に
二
例
見
ら
れ
る
の
み

で
あ
る
。 

〇
き
ゝ
だ
に
は
て
ぬ
―
ほ
と
と
ぎ
す
は
飛
び
な
が
ら
も
鳴
く
た
め
、
た
っ
た
一
声
で

す
ら
最
後
ま
で
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。 

〇
こ
ゑ
の
あ
け
ぼ
の
―
声
が
し
た
曙
の
意
。
当
該
歌
以
前
の
作
例
は
参
考
歌
欄
「
こ

こ
ろ
さ
へ
」
歌
の
み
で
、
他
は
後
代
に
一
例
見
ら
れ
る
。 

【
補
説
】 

良
経
歌
と
寂
蓮
歌
の
二
首
か
ら
表
現
を
学
ん
だ
か
と
思
わ
れ
る
。
特
に

寂
蓮
歌
と
は
詠
ま
れ
て
い
る
状
況
も
似
て
お
り
、
念
頭
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。 

 

二
四 

ま
ち
き
つ
る
五
月
の
こ
ろ
に
な
り
ぬ
れ
ば
く
も
に
こ
ゑ
あ
る
夕
暮
の
そ
ら 

【
校
異
】 

ま
ち
き
つ
る
五
月
の
こ
ろ
に
―
ま
ち
き
つ
る
月
の
こ
ろ
に
（
書
Ｂ
） 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

ず
っ
と
待
っ
て
い
た
五
月
に
な
っ
た
の
で
、
夕
暮
の
空
で
は
、
雲

に
声
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

【
参
考
歌
】 

時
鳥
あ
か
で
や
や
ま
ん
ま
ち
き
つ
る
今
朝
の
ね
覚
の
た
だ
一
こ
ゑ
を 

（
『
公
任
集
』
六
一
） 

人
の
し
る
秋
の
外
な
る
あ
き
な
れ
や
雲
に
色
あ
る
ゆ
ふ
暮
の
空 

（
『
拾
玉
集
』
三
九
八
六
） 

【
語
釈
】 

〇
ま
ち
き
つ
る
―
「
待
ち
来
」
は
待
ち
続
け
る
意
。「
ま
ち
き
つ
る
」
は
作
例
の
少
な

い
表
現
。
当
該
歌
以
前
の
作
例
は
、
参
考
歌
欄
「
時
鳥
あ
か
で
や
や
ま
ん
」
歌
の
ほ

か
、『
山
家
集
』
九
八
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
類
似
の
「
ま
ち
き
け
る
」
は
『
元
真
集
』

四
五
に
見
ら
れ
る
。 

〇
く
も
に
こ
ゑ
あ
る
―
雲
の
中
か
ら
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
意
。 

【
補
説
】 

田
村
柳
壹
氏
は
、
九
番
歌
で
挙
げ
た
本
百
首
の
特
徴
②
の
例
と
し
て
、

当
該
歌
と
参
考
歌
欄
に
示
し
た
慈
円
歌
を
挙
げ
、「
特
に
、
２
４
『
雲
に
声
あ
る
夕
暮

の
空
』
の
場
合
は
慈
円
歌
の
下
句
の
『
色
』
を
『
声
』
に
変
え
た
だ
け
の
表
現
で
あ

り
、
一
首
の
趣
向
や
主
題
に
変
化
は
認
め
ら
れ
る
と
は
い
え
、
雅
経
が
『
人
の
歌
を

取
る
』
と
い
う
非
難
を
免
れ
難
い
一
面
を
も
っ
て
い
た
こ
と
の
一
証
に
も
な
ろ
う
。
」

と
述
べ

（ 

）
11る

。
た
だ
し
、
視
覚
で
捉
え
る
景
物
で
あ
る
雲
に
声
が
あ
る
と
表
現
す
る
の

は
、
共
感
覚
的
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
点
は
注
意
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
共
感
覚
的
表
現
と
は
、
あ
る
現
象
等
を
本
来
捉
え
る
べ
き
感
覚
以
外
の
感

覚
で
捉
え
た
表
現
を
い

（ 

）
12う

。 

二
五 

さ
つ
き
や
み
く
も
ぢ
も
み
え
ぬ
さ
よ
な
か
に
や
ま
ほ
と
ゝ
ぎ
す
こ
ゑ
ま
よ
ふ

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

（ 

）
11

 
 

田
村
氏
前
掲
書
二
三
五
～
二
三
六
ペ
ー
ジ
。 

（ 

）
12

 
 

共
感
覚
的
表
現
に
つ
い
て
は
、
早
く
に
赤
羽
淑
氏
が
藤
原
良
経
に
お
い
て
「
諸
感
覚
相
互
の
間
に
」「
交
感
、
転
移
が
行
わ
れ
る
」
歌
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
「
良
経
初
期
の
歌
風
」『
文
芸
研
究
』（
日
本
文
藝

研
究
会
）
第
三
五
集
、
一
九
六
〇
年
七
月
）
。
ま
た
、
同
様
の
詠
法
の
歌
が
他
の
新
古
今
歌
人
ら
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
を
稲
田
利
徳
氏
が
論
じ
、『
明
日
香
井
集
』
中
に
共
感
覚
的
表
現
の
歌
は
九
首
存
す
る
と
述
べ
、
三
二
・

八
二
九
番
歌
を
例
示
し
て
い
る
（「
共
感
覚
的
表
現
歌
の
発
生
と
展
開 

上
下
」
『
岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
』
第
四
三
号
、
一
九
七
五
年
八
月
・
第
四
四
号
、
一
九
七
六
年
一
月
）
。 
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な
り 

【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

五
月
闇
で
雲
路
も
見
え
な
い
夜
中
に
、
山
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
が
迷

っ
て
い
る
の
が
聞
こ
え
る
。 

【
参
考
歌
】 

む
さ
し
の
の
き
ぎ
す
よ
い
か
に
こ
や
思
ふ
煙
の
や
み
に
声
ま
よ
ふ
な
り 

（
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
一
一
〇
三
・『
老
若
五
十
首
歌
合
』
三
六
） 

し
の
の
め
や
吹
き
さ
だ
ま
ら
ぬ
秋
風
に
尾
上
の
鹿
の
こ
ゑ
ま
よ
ふ
な
り 

（
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
一
四
九
六
・『
院
当
座
歌
合
』
三
四
） 

そ
ら
や
う
み
月
や
こ
ほ
り
と
さ
夜
ち
ど
り
雲
よ
り
な
み
に
こ
ゑ
ま
よ
ふ
な
り 

（
『
千
五
百
番
歌
合
』
一
九
一
九
、
藤
原
忠
良
） 

降
り
ま
よ
ふ
雪
気
の
く
も
の
波
風
に
吹
上
の
千
鳥
声
ま
よ
ふ
な
り 

（
『
最
勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
』
一
一
四
、
俊
成
女
） 

【
語
釈
】 

〇
さ
つ
き
や
み
―
陰
暦
五
月
の
、
梅
雨
時
の
夜
が
暗
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
暗
闇
。 

〇
く
も
ぢ
も
み
え
ぬ
―
「
く
も
ぢ
」
は
鳥
な
ど
が
通
う
、
雲
の
中
の
道
。「
く
も
ぢ
も

み
え
ぬ
」
と
い
う
表
現
の
作
例
は
当
該
歌
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。 

〇
さ
よ
な
か
―
夜
中
。
「
さ
」
は
接
頭
語
。 

〇
こ
ゑ
ま
よ
ふ
な
り
―
暗
闇
で
聞
こ
え
る
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
が
、
道
に
迷
っ
て
い
る

か
の
よ
う
で
あ
る
、
の
意
。 

【
補
説
】 

「
こ
ゑ
ま
よ
ふ
な
り
」
と
い
う
表
現
は
当
該
歌
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い

が
、
同
時
代
歌
人
の
作
に
、
参
考
歌
欄
に
示
し
た
四
首
が
あ
る
。
後
鳥
羽
院
の
作
は
、

『
院
当
座
歌
合
』
が
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
九
月
三
〇
日
、『
老
若
五
十
首
歌
合
』

が
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
二
月
で
、
い
ず
れ
も
建
久
九
年
に
当
該
歌
が
詠
ま
れ
て

か
ら
あ
ま
り
時
間
を
経
ず
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
特
に
「
む
さ
し
の
の
」
歌
は
闇
の
中

の
鳥
の
声
を
詠
ん
で
お
り
、
雅
経
歌
か
ら
の
摂
取
で
あ
ろ
う
。
忠
良
歌
は
、
景
は
異

な
る
も
の
の
、
声
が
聞
こ
え
て
く
る
方
角
が
定
ま
ら
な
い
と
い
う
内
容
は
後
鳥
羽
院

の
「
し
の
の
め
や
」
歌
に
通
じ
、
こ
の
歌
か
ら
想
を
得
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

俊
成
女
歌
は
、「
雪
気
」
や
「
吹
上
」
と
い
う
新
た
な
要
素
は
あ
る
も
の
の
、
忠
良
歌

と
類
似
し
て
お
り
、
こ
れ
を
念
頭
に
詠
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、

後
鳥
羽
院
が
『
鳥
羽
百
首
』
を
見
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
院
が
雅
経
歌
か
ら
「
こ

ゑ
ま
よ
ふ
な
り
」
と
い
う
表
現
を
摂
取
し
、
さ
ら
に
他
の
歌
人
が
後
鳥
羽
院
歌
か
ら

摂
取
す
る
と
い
う
連
鎖
が
生
じ
た
と
仮
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
人
の
歌

を
取
る
」
と
批
判
さ
れ
た
雅
経
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
例
の
よ
う
に
、
他
の
同
時
代

歌
人
が
雅
経
歌
の
表
現
を
摂
取
し
た
と
思
わ
れ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
中
で

雅
経
歌
か
ら
の
摂
取
が
比
較
的
多
い
の
は
後
鳥
羽
院
で
あ
る
。 

 

二
六 

し
た
ひ
ゆ
く
こ
ゝ
ろ
の
す
ゑ
に
な
く
こ
ゑ
も
き
く
こ
ゝ
ち
す
る
ほ
と
ゝ
ぎ
す

か
な 

【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

追
い
求
め
て
き
た
心
の
結
果
と
し
て
、
ほ
と
と
ぎ
す
が
鳴
く
声
を

聞
い
た
気
が
す
る
。 

【
参
考
歌
】 

郭
公
し
の
ぶ
る
声
を
き
き
つ
て
ふ
か
へ
る
か
た
に
も
し
た
ひ
ゆ
く
か
な 

（
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
一
七
五
、
源
頼
政
） 

し
ら
か
は
の
春
の
こ
ず
ゑ
の
鶯
は
は
な
の
こ
と
ば
を
き
く
こ
こ
ち
す
る 

（
『
山
家
集
』
七
〇
、
『
夫
木
抄
』
第
四
、
春
四
、
一
三
一
八
） 

す
み
の
ぼ
る
よ
る
の
こ
と
ぢ
は
松
風
を
聞
く
心
ち
し
て
み
に
ぞ
し
み
に
し 
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（
『
頼
政
集
』
六
五
五
） 

あ
や
め
草
か
を
る
軒
ば
の
夕
風
に
き
く
心
ち
す
る
郭
公
か
な 

（
『
拾
遺
愚
草
』
一
二
三
・『
御
裳
濯
集
』
二
二
九
） 

【
語
釈
】 

〇
し
た
ひ
ゆ
く
―
追
い
求
め
て
行
く
意
。
参
考
歌
欄
「
郭
公
し
の
ぶ
る
声
を
」
歌
な

ど
が
早
い
例
と
思
わ
れ
る
。作
例
は
少
な
く
、当
該
歌
を
含
め
て
一
五
例
ほ
ど
だ
が
、

そ
の
う
ち
五
例
で
ほ
と
と
ぎ
す
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

〇
こ
こ
ろ
の
す
ゑ
―
思
い
の
結
果
。
新
古
今
歌
人
に
多
用
さ
れ
た
流
行
表
現
。
特
に

慈
円
に
多
く
、『
拾
玉
集
』
に
は
一
一
例
見
ら
れ
る
（
そ
の
う
ち
二
例
は
良
経
歌
）。 

〇
き
く
こ
こ
ち
す
る
―
聞
い
た
気
が
す
る
。「
聞
く
心
地
す
」
と
い
う
表
現
も
作
例
は

少
な
い
。
参
考
歌
欄
「
し
ら
か
は
の
」「
す
み
の
ぼ
る
」
歌
な
ど
が
早
い
例
と
思
わ
れ

る
。 

【
補
説
】 

ほ
と
と
ぎ
す
の
声
を
聞
き
た
い
と
追
い
求
め
て
行
っ
た
結
果
、
と
う
と

う
空
耳
で
聞
い
た
気
が
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
参
考
歌
欄
「
あ
や
め
草
」
歌

と
下
二
句
が
同
一
で
、
こ
の
歌
か
ら
摂
取
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
定
家
歌
は

文
治
二
年
『
二
見
浦
百
首
』
中
の
一
首
で
、
端
午
の
節
句
の
日
、
菖
蒲
で
葺
い
た
軒

端
に
そ
の
香
り
が
漂
っ
て
い
る
、
そ
こ
に
吹
い
て
き
た
夕
風
が
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
を

運
ん
で
き
た
気
が
し
た
、
と
い
う
も
の
。
空
耳
で
あ
る
点
は
同
じ
だ
が
、
雅
経
歌
は

ほ
と
と
ぎ
す
の
声
を
求
め
る
あ
ま
り
、
最
後
に
は
聞
い
た
気
が
す
る
と
い
う
も
の
で
、

説
明
的
で
あ
ろ
う
。 

 

二
七 

つ
ね
な
ら
ぬ
こ
ゑ
や
は
つ
ら
き
ほ
と
ゝ
ぎ
す
さ
て
こ
そ
あ
か
ぬ
人
の
こ
ゝ
ろ

を 【
校
異
】 

な
し 

【
他
文
献
】 

な
し 

【
現
代
語
訳
】 

い
つ
も
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
つ
ら
い
こ
と
が
あ
ろ
う

か
、
ほ
と
と
ぎ
す
よ
。
そ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
飽
き
足
り
な
い
人
の
心
よ
。 

【
語
釈
】 

〇
つ
ね
な
ら
ぬ
―
無
常
で
は
か
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

い
つ
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
訳
で
は
な
い
の
意
。 

【
補
説
】 

い
つ
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
訳
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、
新
鮮
で
も
っ
と

聞
き
た
い
と
思
う
の
だ
と
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
へ
の
執
着
を
や
や
逆
説
的
に
詠
ん
だ

作
。 




